
関東平野に降った水の終着地、東京湾沿岸に位置する江戸川区葛西地区。
江戸時代の造成地である旧漁業町を中心として構成されるこの街にはかつて「潮除堤」と呼ばれる堤防が存在した。
堤防は江戸時代から戦後にかけて幾度となく破壊されながらも地域住民らの手で修復され水害から人々を守ってきた。
そして高度成長期を超え、この堤防は南西に造成された埋立地の型枠となることでその役目を新たな土地へと引き継ぎ今はそこに眠っている。

The Kasai district is located on the coast of Tokyo Bay, the terminus of the water that falls on the Kanto Plain.
The city, which is made up mainly of the old fishing town that was built in the Edo period, used to have an 
embankment called the "tide bank.The embankment was destroyed many times from the Edo period to the post
-war period, but was repaired by local residents to protect people from flood damage.After the period of rapid 
economic growth, the embankment was used as a formwork for a landfill to be built in the southwest, and its role
was taken over by a new land, where it now lies.

新たにできた高台地によって、水害から遠ざかったかのように思われた葛西地区だったが
温暖化の進行による海水面の上昇や異常気象によって、大規模水害発生のリスクがある地域となっている。
もし現実に水害が起こればかつての堤防は浸水域の境界線として浮かび上がり、海抜地に住む人々を受け入れる
前線となる。

The Kasai area seemed to have been spared from flooding due to the new elevated plateau. 
However, due to the rise in sea level caused by global warming and abnormal weather, the 
area is now at risk for large-scale flooding.In the event of an actual flood, the former levees 
will emerge as the boundary of the inundation zone and become the front line for people 
living at sea level. 
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・高齢者の割合が多い。

・人口の 1割弱をインド人が占め
　外国籍人口が多い。

・団地ごとにそれぞれ自治会が
　存在。
・商業施設が 1つしかなく、
　福祉施設が存在しない。

・若年層が多く、人口動態値
　が大きい。

・戦前から存在する町内会が広域
　を自治。
・駅前は商業地域として栄え
　住宅地にも福祉医療サービス
　が充実。 ・働く若い世代が多く

  入れ替わりが激しい。

高台地

海抜地

現在、地域間交流がなくギャップのある 2つの地区であるが
大規模水害時は高台側が島となり、両者の住民が共同生活を行う。

そのため日常から交流を持つことが必要である

1936 年航空写真

型枠となった旧葛西海岸堤防 旧葛西海岸堤防断面図

現在の葛西地区 大規模水害時の葛西地区

旧葛西海岸海岸堤防再編計画
-Reorganization plan for the old Kasai coastal dike-

SITE SITE
高度経済成長期
の造成地

江戸時代の造成地

高台地
(A.P.5m～ 12m)

海抜地
(A.P.２ｍ～ -２ｍ)

西葛西駅

荒川

・浸水高さ　5ｍ～ 10ｍ
・浸水期間　2週間を想定

旧葛西海岸堤防 旧葛西海岸堤防



　　　　　A棟
・平常時は図書館として利用される。
・被災時は情報拠点として機能する。

　　　　B棟
・平常時は銭湯として利用される。
・被災時は衛生拠点として機能する。

　　　　　　　C棟
・日常時は行政施設を含むコミュニティーセンターと
　して利用される。
・被災時は物流拠点・水害対策本部拠点となる。

１F 　コミュニティーセンター
２F デイケア施設・クリニック
３F 　出張区役所・ハローワーク

１F  コインランドリー・公衆トイレ
２F  銭湯

１F  児童図書・ラジオ・水害資料館
２F  英字図書・カフェ

線形の敷地に３棟を計画する。平常時は海抜側と高台側の住民の利用できるコミュニティーセンター　　
　　　　　　　　　　　　　　大規模水害時は連携として利用されることで広域の防災拠点となる。

Three buildings will be planned on a linear site. During normal times, the building will be used as 
a community center for the residents of the sea level side and the elevated side, and will function 
as a disaster prevention center for a wide area in the event of a major flood.

ゴムボートでサプライに訪れる

１  DESIGN DIAGRAM

２  PROGRAM

(ⅰ) (ⅱ) (ⅲ)

N

海抜側

高台

(ⅰ) 旧葛西海岸堤防を
　　浮かび上がらせる

(ⅱ) 過去の「水害」と「共助」の象徴を
新たな象徴のWall に継承する

(ⅲ)Wall と直交するスロープを設けることで
浸水域を超える体験を記憶に刻む

広域断面図江戸時代の海底線
旧葛西海岸堤防

C棟

荒川

高台地 (A.P.5m～ 12m) 海抜地 (A.P.2m~ －2m)



被災時～生活再建時に学童として
利用される

被災時は司書室、水害資料室、ラジオ室が連携し
俯瞰的な情報処理、発信が行われる。

緑道からON AIR の様子を
観ることができる。

児童図書

司書室

水害資料室

ラウンジ

ラジオ室

視聴シネマ

カフェ

英字図書

↑保育園
↗商店街

江戸川区少年球場

日本語だけでなく英字、ヒンディー語の図書も蔵書

海抜側からの動線

・野球場を屋外観戦できる。

３ PLAN　－　A棟

男子便所 女子便所 閉架書架 司書室

視聴覚スペース

英字図書

児童図書機械室 ラジオラウンジ 水害資料館

A 棟 GL 階平面図

A棟デッキ階平面図

A 棟断面図

N

Key　Plan

C
B

A

GL階　ラウンジ：重い外壁と柔らかい光

デッキ階　大階段：視聴覚シネマ

短手断面模型

高台側からの外観
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Key　Plan

C
B

A

カフェ

３ PLAN　－　C棟

C 棟 GL 階平面図

C棟デッキ階平面図

吹抜け部 海抜側からの動線

機能回復訓練室

ダンススタジオ

上下階の活動がリンク

地域食堂

ケア食堂

貸し会議室

地域菜園

カフェカフカフ

地域食堂
( 上階ケア食堂 )

貸し会議室

野外アトリエ

ケア食堂 機能回復訓練室

デイケアエントランス

クリニック

防災倉庫

被災時ローディング
ベイとして機能

天窓の周辺には特定の物資を求める住民が
確認に集まるため、物資に偏りのある住民
どおして物々交換が行われる

高台地と海抜地の自治会による
対策本部を設置

近隣の小中学校の移動教室と
貸しオフィスの誘致

備蓄倉庫
キッチンスタジオ

ダンススタジオ 和室

地域イベントスペース

吹抜けの上下階でアクティビティーが連動
デイケア利用者の社会自立性を高める

キッチンスタジオと
連携し備蓄物資を
ローリングストックする

長い回廊では物資の備蓄・整理・配給
が線形プロセスで行われる。

インド人の主婦たちやNPO法人
デイケアセンターの人たちなど
様々なコミュニティーが集う

被災時は上階のクリニック機能が
ストレッチし野戦病院になる

天窓によって被災時に下階にある
物資の有無を住民たちが自由に確認できる

デイケアには最低限の諸室しか設けず
隣棟の A棟 ( 図書館 ) と B棟 ( 銭湯 )
を利用し日頃から連携利用を促す

防災用ゴムボート 140 艇を
備蓄する

C棟部分断面図

交流広場
( 上部出張区役所 /ハローワーク )

デッキで行われるフリーマーケット

行政施設ボリュームの下部

C棟回廊：被災時にスムーズな配給を可能にする

短手断面模型

行政施設ボリュームの下部



海抜側　全体立面図

高台側　全体立面図
C棟B棟A棟

C棟 B棟 A棟

敷地から 600m先のマンションから眺める 敷地から 300m先の路地から壁を観る

4  ELEVATION DESIGN

A棟外観：潮除堤と浮いた外壁
C棟外観：海抜側GLからの入口

A棟外観 C棟外観A棟外観A棟：緑道からラジオブースを観る
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